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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、
　第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報を、前記情報提供されたことのある第１サービス
情報と比較可能に表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする情報公開システム。
【請求項２】
　前記第１サービス情報及び前記第２サービス情報は、それぞれが複数の項目からなり、
　前記表示制御手段は、前記操作ボタンが操作された場合には、前記第１サービス情報と
前記第２サービス情報との間で互いに対応する項目の内容を比較可能なように前記第１サ
ービス情報と前記第２サービス情報とを並べて表示させる、
ことを特徴とする請求項１に記載の情報公開システム。
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【請求項３】
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報が前記第２の情報提供サー
ビスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の情報提
供サービスに情報提供されることで前記第１サービス情報に基づいて前記第２のデータベ
ースに新たに登録されることになった場合に、当該新たに登録されることになった第２サ
ービス情報に前記第１サービス情報を対応付けて登録する登録手段、
を備えたことを特徴とする請求項１または２に記載の情報公開システム。
【請求項４】
　第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、
　第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報を、ユーザからの所定の操作に基づいて、前記情
報提供されたことのある第１サービス情報と比較可能に表示させる表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする情報公開システム。
【請求項５】
　第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、
　第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報について、前記第２の情報提供サービスでの取り
扱い状態を表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする情報公開システム。
【請求項６】
　第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、
　第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報についての前記第２の情報提供サービスでの取り
扱い状態を、ユーザからの所定の操作に基づいて表示させる表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする情報公開システム。
【請求項７】
　ネットワークに接続されたコンピュータを、
　第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段、
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　第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段、
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報を、前記情報提供されたことのある第１サービス
情報と比較可能に表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制御手段、
として機能させるための情報公開プログラム。
【請求項８】
　ネットワークに接続されたコンピュータを、
　第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段、
　第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段、
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報を、ユーザからの所定の操作に基づいて、前記情
報提供されたことのある第１サービス情報と比較可能に表示させる表示制御手段、
として機能させるための情報公開プログラム。
【請求項９】
　ネットワークに接続されたコンピュータを、
　第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段、
　第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段、
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報について、前記第２の情報提供サービスでの取り
扱い状態を表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制御手段、
として機能させるための情報公開プログラム。
【請求項１０】
　ネットワークに接続されたコンピュータを、
　第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段、
　第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワ
ークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段、
　前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報についての前記第２の情報提供サービスでの取り



(4) JP 6878996 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

扱い状態を、ユーザからの所定の操作に基づいて表示させる表示制御手段、
として機能させるための情報公開プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報公開システムおよび情報公開プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　社会の高齢化に伴い、多くの介護サービスが提供されるようになっている。介護サービ
スには、市役所・医師会・ボランティアセンタなどが提供しているサービスや地域住民（
要介護者、要支援者、その家族）の自宅を訪問する医療・家事援助・配食などのサービス
がある。
　介護を必要とする高齢者や介護する家族を支援する一環として、自治体は地域住民に介
護サービスの情報提供を行っている。介護サービスを使いやすくするためには、介護サー
ビス事業者名と連絡先だけではなく、サービスの内容や施設の場所（地図）、料金など様
々な情報を提供する必要がある。
【０００３】
　自治体は介護サービス事業者から種々の情報を収集した上で、自治体が運営する地域包
括支援センタと情報共有したり、公開可能な情報をインターネット経由で地域住民に提供
したりする。さらに、公開可能な情報を介護情報のポータルサイトに提供することも考え
られる。データベースのＡＳＰ（Application Service Provider）を利用することで、自
治体と地域包括支援センタとで情報共有を実現することができる（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－７０８４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　自治体は、特許文献１のデータベースのサービスを利用することで、収集した介護サー
ビスの情報を地域包括支援センタと共有することができるが、地域住民向けに一般公開す
ることはできない。また、公開可能な情報を介護情報ポータルサイトへ提供する方法につ
いては記載がない。
【０００６】
　仮に、自治体が公開可能な情報を記憶媒体に格納して介護情報ポータルサイトに渡すに
しても、ポータルサイトが公開した情報の在り処（情報のアドレス／ＵＲＬ（Universal 
Resource Locator））や変更点を知る術がない。このため、ポータルサイトの情報を見た
住民から自治体に問い合わせがあったとしても、自身が保有している情報との違いが分か
らず、適切な回答ができなかったり、回答に手間取ったりする虞がある。
【０００７】
　本発明の課題は、第１の情報提供サービスと第２の情報提供サービスと間での所定のサ
ービス情報に対する公開状態または取扱い状態を容易に比較可能にすることである。 
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る第１の態様の情報公開システムは、第１の
データベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワークを介
した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、第２のデー
タベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した
第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、前記第１のデー
タベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提供サービスでも公



(5) JP 6878996 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の情報提供サービス
に過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に、当該情報提供さ
れた第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることになった
第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応付けて登録されて
いる第２サービス情報を、前記情報提供されたことのある第１サービス情報と比較可能に
表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制御手段と、を備えたことを特徴とする
。
　また、本発明に係る第２の態様の情報公開システムは、第１のデータベースに登録され
ている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した第１の情報提供サー
ビスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、第２のデータベースに登録されてい
る複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した第２の情報提供サービス
として公開する第２のサービス情報公開手段と、前記第１のデータベースに登録されてい
る第１サービス情報であって前記第２の情報提供サービスでも公開されるように前記第２
のデータベースへの登録候補として前記第２の情報提供サービスに過去に情報提供された
ことのある第１サービス情報を表示させる際に、当該情報提供された第１サービス情報に
基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることになった第２サービス情報であっ
て前記情報提供された第１サービス情報と対応付けて登録されている第２サービス情報を
、ユーザからの所定の操作に基づいて、前記情報提供されたことのある第１サービス情報
と比較可能に表示させる表示制御手段と、を備えたことを特徴とする。
　また、本発明に係る第３の態様の情報公開システムは、第１のデータベースに登録され
ている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した第１の情報提供サー
ビスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、第２のデータベースに登録されてい
る複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した第２の情報提供サービス
として公開する第２のサービス情報公開手段と、前記第１のデータベースに登録されてい
る第１サービス情報であって前記第２の情報提供サービスでも公開されるように前記第２
のデータベースへの登録候補として前記第２の情報提供サービスに過去に情報提供された
ことのある第１サービス情報を表示させる際に、当該情報提供された第１サービス情報に
基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることになった第２サービス情報であっ
て前記情報提供された第１サービス情報と対応付けて登録されている第２サービス情報に
ついて、前記第２の情報提供サービスでの取り扱い状態を表示させる、ための操作ボタン
を表示させる表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする。
　また、本発明に係る第４の態様の情報公開システムは、第１のデータベースに登録され
ている複数の第１サービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した第１の情報提供サー
ビスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、第２のデータベースに登録されてい
る複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した第２の情報提供サービス
として公開する第２のサービス情報公開手段と、前記第１のデータベースに登録されてい
る第１サービス情報であって前記第２の情報提供サービスでも公開されるように前記第２
のデータベースへの登録候補として前記第２の情報提供サービスに過去に情報提供された
ことのある第１サービス情報を表示させる際に、当該情報提供された第１サービス情報に
基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることになった第２サービス情報であっ
て前記情報提供された第１サービス情報と対応付けて登録されている第２サービス情報に
ついての前記第２の情報提供サービスでの取り扱い状態を、ユーザからの所定の操作に基
づいて表示させる表示制御手段と、を備えたことを特徴とする。
　また、本発明に係る第１の態様の情報公開プログラムは、ネットワークに接続されたコ
ンピュータを、第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれ
を、ネットワークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公
開手段、第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネ
ットワークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段
、前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
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供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報を、前記情報提供されたことのある第１サービス
情報と比較可能に表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制御手段、として機能
させることを特徴とする。
　また、本発明に係る第２の態様の情報公開プログラムは、ネットワークに接続されたコ
ンピュータを、第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれ
を、ネットワークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公
開手段、第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネ
ットワークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段
、前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報を、ユーザからの所定の操作に基づいて、前記情
報提供されたことのある第１サービス情報と比較可能に表示させる表示制御手段、として
機能させることを特徴とする。
　また、本発明に係る第３の態様の情報公開プログラムは、ネットワークに接続されたコ
ンピュータを、第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれ
を、ネットワークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公
開手段、第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネ
ットワークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段
、前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報について、前記第２の情報提供サービスでの取り
扱い状態を表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制御手段、として機能させる
ことを特徴とする。
　また、本発明に係る第４の態様の情報公開プログラムは、ネットワークに接続されたコ
ンピュータを、第１のデータベースに登録されている複数の第１サービス情報のそれぞれ
を、ネットワークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公
開手段、第２のデータベースに登録されている複数の第２サービス情報のそれぞれを、ネ
ットワークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段
、前記第１のデータベースに登録されている第１サービス情報であって前記第２の情報提
供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の
情報提供サービスに過去に情報提供されたことのある第１サービス情報を表示させる際に
、当該情報提供された第１サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開さ
れることになった第２サービス情報であって前記情報提供された第１サービス情報と対応
付けて登録されている第２サービス情報についての前記第２の情報提供サービスでの取り
扱い状態を、ユーザからの所定の操作に基づいて表示させる表示制御手段、として機能さ
せることを特徴とする。 
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、第１の情報提供サービスと第２の情報提供サービスと間での所定のサ
ービス情報に対する公開状態または取扱い状態を容易に比較可能となる。 
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施形態におけるサービス情報の登録から公開、全国向けポータルサイトへの
提供、全国向けポータルサイトからの公開、および、サービス情報に関する問い合わせ対
応の流れを示す図である。
【図２】本実施形態におけるサービス情報公開システムの概略構成を示す図である。
【図３】本実施形態におけるサーバの構成を示すブロック図である。
【図４】本実施形態におけるサービス公開情報ＤＢの構成を示す図である。
【図５】本実施形態におけるサービス非公開情報ＤＢの構成を示す図である。
【図６】本実施形態における地域資源ＤＢの構成を示す図である。
【図７】本実施形態におけるサービス情報詳細画面項目定義ファイルを示す図である。
【図８】本実施形態における端末に表示される画面間の遷移図である。
【図９】本実施形態における全国向けポータルサイトに東西区職員がログインした直後の
ホームページ画面の一例を示す図である。
【図１０】本実施形態における東西区向けのサービス情報共有ページ画面の一例を示す図
である。
【図１１】本実施形態における東西区向けのサービス情報新規作成画面の一例を示す図で
ある。
【図１２】本実施形態における東西区向けのサービス情報新規作成画面であって、非公開
項目入力フォームを伴ったサービス情報新規作成画面の一例を示す図である。
【図１３】本実施形態における東西区向けのサービス情報詳細基本情報画面の一例を示す
図である。
【図１４】本実施形態における東西区向けのサービス情報詳細基本情報画面であって、地
方向けポータルサイトから一般公開されたサービス情報のサービス情報詳細基本情報画面
の一例を示す図である。
【図１５】本実施形態における東西区向けのサービス情報詳細基本情報画面であって、全
国向けポータルサイトへ提供されたサービス情報のサービス情報詳細基本情報画面の一例
を示す図である。
【図１６】本実施形態における全国向けポータルサイトに地域住民がログインした直後の
ホームページ画面の一例を示す図である。
【図１７】本実施形態における全国向けポータルサイトが提供する地域住民向けのサービ
ス情報一覧画面の一例を示す図である。
【図１８】本実施形態における全国向けポータルサイトが提供するサービス情報詳細基本
情報画面の一例を示す図である。
【図１９】本実施形態における地方向けポータルサイトのホームページ画面の一例を示す
図である。
【図２０】本実施形態における地方向けポータルサイトのサービス情報一覧画面の一例を
示す図である。
【図２１】本実施形態における地方向けポータルサイトのサービス情報詳細基本情報画面
の一例を示す図である。
【図２２】本実施形態における東西区向けのサービス情報詳細基本情報画面であって、全
国向けポータルサイトへ提供されたサービス情報が公開された後のサービス情報詳細基本
情報画面の一例を示す図である。
【図２３】本実施形態における全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとのサ
ービス情報詳細比較画面であって、全国向けポータルサイトを基準とするサービス情報詳
細比較画面の一例を示す図である。
【図２４】本実施形態における全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとのサ
ービス情報詳細比較画面であって、地方向けポータルサイトを基準とするサービス情報詳
細比較画面の一例を示す図である。
【図２５】本実施形態におけるサーバが実行するサービス情報の全国向けポータルサイト
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への提供処理を示すフローチャートである。
【図２６】本実施形態におけるサーバが実行する全国向けポータルサイトと地方向けポー
タルサイトとのサービス情報詳細比較画面の画面データの生成処理を示すフローチャート
である。
【図２７】本実施形態の変形例における全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイ
トとのサービス情報詳細比較画面であって、全国向けポータルサイトを基準とするサービ
ス情報詳細比較画面の一例を示す図である。
【図２８】本実施形態の変形例における全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイ
トとのサービス情報詳細比較画面であって、全国向けポータルサイトで公開されていない
サービス情報のサービス情報詳細比較画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。なお、同一の要素が異な
る図に示されていても同一の符号を付与して、その重複する説明を省略することがある。
　図１は、本実施形態におけるサービス情報の登録から公開、全国向けポータルサイトへ
の提供、全国向けポータルサイトからの公開、および、サービス情報に関する問い合わせ
対応の流れを示す図である。図１に記載の（１）～（６）に沿って説明する。
【００１２】
　（１）自治体である東西区の職員が、サービス情報（介護サービス情報）を登録して地
域住民向けに一般公開する。詳しくは、東西区職員が介護サービスを提供している事業者
から情報を収集し、サービス情報新規作成画面５４０ｚから入力する。入力された情報は
、東西区サービス公開情報ＤＢ（Database、データベース）１６０ｚに登録される。入力
される情報には、サービス名称やサービス提供元名称、サービス内容などがあり、公開し
てよい情報と非公開の情報とが分けられて入力される。
【００１３】
　東西区サービス公開情報ＤＢ１６０ｚは、介護情報ポータルサイト（全国向けポータル
サイト）（第２の情報提供サービス）１００ｚ内にある。全国向けポータルサイト運営者
が、サービス情報共有や一般公開サービスの一環として東西区サービス公開情報ＤＢ１６
０ｚを東西区に提供しており、もっぱら東西区職員や東西区地域包括支援センタ職員など
の東西区の介護保険関係者がアクセスする。
　東西区職員が東西区サービス公開情報ＤＢ１６０ｚに登録したサービス情報の一般公開
を指示すると、東西区が提供する介護サービス情報として一般公開される。以下、東西区
が一般公開して介護サービス情報を提供するサイト（サーバ）（第１の情報提供サービス
）を地方向けポータルサイトとも記す。
【００１４】
　（２）東西区職員は、登録したサービス情報を全国向けポータルサイト１００ｚに提供
する。詳しくは、東西区職員が全国向けポータルサイト１００ｚにサービス情報の提供を
指示すると、指示されたサービス情報が東西区サービス公開情報ＤＢ１６０ｚから地域資
源ＤＢ１４０に提供（コピー）され、全国向けポータルサイト運営者に提供通知が届く。
地域資源ＤＢ１４０は、全国向けポータルサイトが提供する介護サービス情報で一般公開
されるサービス情報を格納しているデータベースである。
【００１５】
　（３）全国向けポータルサイト運営者は、提供通知によりサービス情報が東西区から提
供されたことを知る。全国向けポータルサイト運営者は、サービス情報変更画面９０２ｚ
で内容を閲覧し、サービス提供元に問い合わせるなどしてサービス情報を変更する。変更
内容の例としては、その時々のキャンペーン価格や催しの予定などがある。変更を終える
と、全国向けポータルサイト運営者は変更したサービス情報を東西区職員に示して、全国
向けポータルサイトが提供する介護サービス情報として一般公開してよいか承認を求めて
もよい。承認を得た後に、全国向けポータルサイト運営者は、地域資源ＤＢ１４０に格納
されている当該サービス情報を一般公開する。承認を求めない場合には、変更後に一般公
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開する。
【００１６】
　（４）東西区住民は、全国向けポータルサイト１００ｚで地域の介護サービスを検索し
て、地域資源ＤＢ１４０に格納されている介護サービス情報をサービス情報詳細基本情報
画面６４０ｚから閲覧する。東西区住民は、地方向けポータルサイトから（東西区が提供
し東西区サービス公開情報ＤＢ１６０ｚから）一般公開されている介護サービス情報を閲
覧することもできる。
　（５）サービス情報詳細基本情報画面６４０ｚから介護サービス情報を得た東西区住民
は、その内容について東西区に問い合わせる。全国向けポータルサイト１００ｚやサービ
ス提供元に問い合わせる東西区住民も存在する。
【００１７】
　（６）問い合わせに対応する東西区職員は、全国向けポータルサイトと地方向けポータ
ルサイトのサービス情報詳細比較画面５８０ｚを閲覧しながら、問い合わせに回答する。
全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトのサービス情報詳細比較画面５８０ｚ
には、東西区サービス公開情報ＤＢ１６０ｚに格納されていて東西区が提供する一般公開
情報（地方向けポータルサイトから提供される一般公開情報）の画面と、地域資源ＤＢ１
４０に格納されていて全国向けポータルサイト１００ｚが提供する一般公開情報の画面と
の両方の画面情報が含まれている。このため、東西区職員は、２つのサービス情報を１画
面で閲覧することができ、比較しやすくなっており、東西区住民からの問い合わせに迅速
、的確に対応することができる。
【００１８】
　以下、全国向けポータルサイト１００ｚのシステム構成や処理内容、東西区職員や東西
区住民（地域住民）が閲覧する画面について詳細に説明する。図２～図７は、全国向けポ
ータルサイト１００ｚのサービスを提供するサービス情報公開システム１００の構成を示
す。図８は、図９～図２４に示す画面間の遷移を示す図である。図８に記載した符号と図
９～図２４に示す画面の符号とは同じである。図２５と図２６とは、一般公開処理とサー
ビス情報詳細比較画面の画面データ生成処理とのフローチャートである。
【００１９】
≪システムの構成≫
　図２は、本実施形態におけるサービス情報公開システム１００の概略構成を示す図であ
る。サービス情報公開システム１００は、図１記載の全国向けポータルサイト１００ｚの
サービスを提供するシステムである。また、サービス情報公開システム１００は、地方向
けポータルサイトのサービスも提供している。サービス情報公開システム１００は、サー
バ１２０、ロードバランサ１９２、関係データベース１３０を含んで構成される。関係デ
ータベース１３０は、サービス公開情報ＤＢ（サービスＤＢ、第１のデータベース）１６
０、サービス非公開情報ＤＢ１８０、事業者情報ＤＢ１９５、地域資源ＤＢ（サービス資
源、第２のデータベース）１４０、一般地域資源ＤＢ１９６を含んで構成される。
【００２０】
　サービス情報公開システム１００は、ロードバランサ１９２とインターネット１９１を
介して端末１１０ａと通信可能に接続される。端末１１０ａは、介護サービスを受ける地
域住民３０１やその家族（不図示）が操作する。
【００２１】
　東西区を含む介護サービス事業者の事業者メンバ（東西区職員）３０６が利用する端末
１１０ｂ、および、サービス情報公開システム１００の運営者である全国向けポータルサ
イト運営者３０７が利用する端末１１０ｃはサーバ１２０に接続される。端末（１１０ｂ
、１１０ｃ）とサーバ１２０との接続は、暗号化通信やＩＰアドレス制限などが実施され
、関係データベース１３０への不正アクセスを防止している。以下、各端末（１１０ａ、
１１０ｂ、１１０ｃ）を特に区別しないときには、単に端末１１０と記載する。また、事
業者メンバ３０６を本実施例に即して東西区職員とも記す。
【００２２】
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　サーバ１２０は、インターネット１９１を介して接続された端末１１０ａに対して、地
域で提供される医療、家事援助、配食などの介護サービス（地域資源）の情報検索サービ
スを提供する。サーバ１２０は、介護サービスの他に、介護に関係する記事コンテンツや
求人情報を提供する。介護サービスやその他の情報は、地域資源ＤＢ１４０と一般地域資
源ＤＢ１９６とに格納される。
【００２３】
　図３は、本実施形態におけるサーバ１２０の構成を示すブロック図である。サーバ１２
０は、プロセッサ１２１と、メモリ（ＲＡＭ（Random Access Memory））１２２と、記憶
部１２３と、入出力部１２６と、通信部１２７とを含む。
【００２４】
　プロセッサ１２１は、サーバ１２０全体を制御し、端末１１０に地域資源（介護サービ
ス）の情報提供や事業者メンバ（東西区職員）３０６間での情報共有のサービスを提供す
る。プロセッサ１２１は、記憶部１２３に格納された基本プログラム１２４や各種サービ
スのプログラム１２５を実行して、図２５や図２６の処理を実行したり、サービスを提供
したりする。サービスには、関係データベース１３０に格納された介護サービス情報の事
業者メンバ（東西区職員）３０６での共有サービスや地域住民３０１への介護サービス情
報の検索・詳細情報閲覧などのサービス提供がある。
【００２５】
　メモリ１２２には、基本プログラム１２４や各種サービスのプログラム１２５、各種デ
ータが一時的に記憶される。記憶部１２３には、基本プログラム１２４や各種サービスの
プログラム１２５が格納される。入出力部１２６は、キーボードやディスプレイなど（不
図示）とのデータのやり取りを行う。通信部１２７は、ロードバランサ１９２や関係デー
タベース１３０などの外部装置との通信を行う。
【００２６】
≪データベースの構成≫
　以下、関係データベース１３０に格納されるデータベースを説明する。サービス公開情
報ＤＢ１６０とサービス非公開情報ＤＢ１８０とには、東西区職員３０６間で共有される
サービス情報が格納される。サービス公開情報ＤＢ１６０には、サービス情報のなかで公
開される情報が格納され、サービス非公開情報ＤＢ１８０には、サービス情報のなかで公
開されない情報が格納される。東西区が地域住民に一般公開したり、全国向けポータルサ
イト１００ｚに提供したりする介護サービス情報は、サービス公開情報ＤＢ１６０に格納
されている。
【００２７】
　図４は、本実施形態におけるサービス公開情報ＤＢ（第１のデータベース）１６０の構
成を示す図である。サービス公開情報ＤＢ１６０は、表形式のデータベースであり、１レ
コード（行）は１つのサービス情報（介護サービス情報）を表す。レコードは、サービス
情報ＩＤ１６１、区分１６２、名称１６３、提供元１６４、提供元住所１６５、概要１６
９、料金１６６、申込方法１６７、備考１６８、一般公開１７１、一般公開日１７２、ポ
ータル提供１７３、ポータル提供日１７４などのサービス情報の属性を含む。
【００２８】
　サービス情報ＩＤ１６１は、当該サービス情報の識別情報であり、他のデータベースで
サービス情報を表すときに参照される。
　区分１６２は、当該介護サービスの区分であり、ケアマネ、訪問、通所、ショートステ
イ、福祉用具、施設、地域密着型サービス、医療・薬局などがある。
　名称１６３は、サービスの名称である。
　提供元１６４は、サービス提供元の名称である。
　提供元住所１６５は、サービス提供元の住所である。
　概要１６９は、サービスの概要説明である。
　料金１６６は、サービスの料金である。
　申込方法１６７は、サービスの申込方法である。
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　備考１６８は、サービスに関する付記である。
【００２９】
　一般公開１７１は、当該サービス情報が一般公開済み（Ｙ）か否（Ｎ）かを示す。ここ
で言う一般公開とは、地方向けポータルサイトからの一般公開であり、図１の（１）で説
明した一般公開にあたる。
　一般公開日１７２は、当該サービス情報を一般公開した日である。
　ポータル提供１７３は、東西区が当該サービス情報を全国向けポータルサイト１００ｚ
に提供済み（Ｙ）か否か（Ｎ）を示す。
　ポータル提供日１７４は、東西区が当該サービス情報を全国向けポータルサイト１００
ｚに提供した日である。
【００３０】
　図５は、本実施形態におけるサービス非公開情報ＤＢ１８０の構成を示す図である。サ
ービス非公開情報ＤＢ１８０は、表形式のデータベースであって、１レコード（行）はサ
ービス情報の１つの非公開項目を示し、サービス情報ＩＤ１８１と、項目名１８２と、項
目内容１８３との属性を含む。
【００３１】
　サービス情報ＩＤ１８１は、当該非公開項目がどのサービス情報の非公開項目であるの
かを示し、当該サービス情報のサービス情報ＩＤ１６１を示す。
　項目名１８２は、当該非公開項目の項目名称を示す。
　項目内容１８３は、当該非公開項目の項目内容を示す。
【００３２】
　図６は、本実施形態における地域資源ＤＢ（第２のデータベース）１４０の構成を示す
図である。地域資源ＤＢ１４０は、全国向けポータルサイト１００ｚが東西区から提供を
受け、地域住民に一般公開する介護サービス情報を格納する。
　地域資源ＤＢ１４０は、表形式のデータベースであり、１レコード（行）は１つのサー
ビス情報（介護サービス情報）を表す。サービス情報ＩＤ１４１、区分１４２、名称１４
３、提供元１４４、提供元住所１４５、概要１４９、料金１４６、申込方法１４７、備考
１４８、情報提供元１５１、情報提供日１５２、状態１５３、承認日１５４、公開日１５
５などのサービス情報の属性を含む。
【００３３】
　サービス情報ＩＤ１４１と、区分１４２と、名称１４３と、提供元１４４と、提供元住
所１４５と、概要１４９と、料金１４６と、申込方法１４７と、備考１４８とは、サービ
ス公開情報ＤＢ１６０のサービス情報ＩＤ１６１と、区分１６２と、名称１６３と、提供
元１６４と、提供元住所１６５と、概要１６９と、料金１６６と、申込方法１６７と、備
考１６８と、それぞれ同等である。情報提供元１５１がサービス情報を全国向けポータル
サイト１００ｚに提供した時点では、それぞれの属性（１４１～１４９、１６１～１６９
）は同じ内容であるが、その後に全国向けポータルサイト運営者３０７が地域資源ＤＢ１
４０の属性（１４１～１４９）を変更する。
【００３４】
　情報提供元１５１は、当該サービス情報の提供元である。図１で説明したとおり、東西
区が介護サービス情報の提供元である。
　情報提供日１５２は、情報提供元１５１が全国向けポータルサイト１００ｚに当該サー
ビス情報を提供した日である。
　状態１５３は、当該サービス情報の状態である。状態１５３には、新規提供を受けた「
新規」、サービス情報を変更した「更新」、情報公開の承認を情報提供元１５１に申し込
んだ「承認依頼」、情報提供元１５１から承認を得た「承認済」、一般公開した「一般公
開」などの状態がある。情報提供元１５１の承認を受けずに一般公開する場合もあり、こ
の場合には、状態１５３は「新規」、「更新」、「一般公開」と変化する。ここで言う一
般公開とは、全国向けポータルサイト１００ｚとしての一般公開であり、図１の（３）で
説明した一般公開にあたる。
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【００３５】
　承認日１５４は、情報提供元１５１から当該サービス情報の提供を受け、全国向けポー
タルサイト運営者３０７が内容を変更して、一般公開の承認を情報提供元１５１へ依頼し
て、承認を得た日である。
　公開日１５５は、当該サービス情報を一般公開した日である。
【００３６】
　事業者情報ＤＢ１９５には、事業者（東西区）に属するメンバで共有するサービスの提
供元や事業者の詳細情報などが格納される。
　一般地域資源ＤＢ１９６には、介護に関係する記事コンテンツや求人情報が格納される
。
【００３７】
　図７は、本実施形態におけるサービス情報詳細画面項目定義ファイルを示す図である。
サービス情報詳細画面項目定義ファイル（以下、項目定義ファイルとも記す）は、サービ
ス情報詳細を表示する画面におけるサービス情報の各項目の表示形式を定義するためのフ
ァイルである。
【００３８】
　図７（ａ）は、後述する東西区職員３０６向けのサービス情報詳細基本情報画面５６０
（図１３参照）のサービス情報詳細画面項目定義ファイル３５０である。サービス情報詳
細基本情報画面５６０に表示される項目の名称は、サービス提供元、サービス提供元ＨＰ
（Homepage、ホームページ）、…、申込み方法、料金、備考であり、それぞれの項目の内
容は、データベースの提供元、提供元ＨＰ、…、申込方法、料金、備考の属性から取得す
ることを示す。サービス情報詳細基本情報画面５６０の内容は、サービス公開情報ＤＢ１
６０に含まれるので、上記属性は、サービス公開情報ＤＢ１６０の提供元１６４、提供元
ＨＰ（不図示）、申込方法１６７、料金１６６、備考１６８の属性に対応する。
【００３９】
　図７（ｂ）は、後述する地域住民３０１向けのサービス情報詳細基本情報画面（地域資
源情報詳細画面）６４０（図１８参照）のサービス情報詳細画面項目定義ファイル３６０
である。サービス情報詳細基本情報画面６４０に表示される項目の名称は、サービス名称
、サービス概要、…、サービス対象者、料金であり、それぞれの項目の内容は、データベ
ースの名称、概要、…、対象者、料金の属性から取得することを示す。サービス情報詳細
基本情報画面６４０の内容は、地域資源ＤＢ１４０に含まれるので、上記属性は、地域資
源ＤＢ１４０の名称１４３、概要１４９、対象者（不図示）、料金１４６の属性に対応す
る。
【００４０】
　図７（ｃ）は、後述する地域住民３０１向けのサービス情報詳細基本情報画面７４０（
図２１参照）のサービス情報詳細画面項目定義ファイル３７０である。サービス情報詳細
基本情報画面７４０に表示される項目の名称は、サービス名称、提供元名称、…、サービ
ス情報、問い合わせであることを示す。サービス名称、提供元名称の項目の内容は、それ
ぞれデータベースの名称、提供元の属性から取得することを示す。サービス情報詳細基本
情報画面７４０の内容は、サービス公開情報ＤＢ１６０に含まれるので、上記属性は、サ
ービス公開情報ＤＢ１６０の名称１６３、提供元１６４から取得する。
【００４１】
　サービス情報の内容は、複数の項目からなり、項目の名称としてはサービス概要や料金
があって、項目の内容は、サービス公開情報ＤＢ１６０の概要１６９、料金１６６の属性
から取得することを示している（図７（ｃ）の符号３７７参照）。
　問い合わせの内容は、複数の項目からなり、その最初の項目名称は電話番号であって、
その内容はサービス公開情報ＤＢ１６０の電話（不図示）の属性から取得することを示し
ている（符号３７８参照）。
【００４２】
≪提供サービスの概要≫
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　続いて、本実施形態におけるサーバ１２０と端末１１０の動作について説明する。サー
バ１２０は、プロセッサ１２１により、各種サービスの画面データを生成して端末１１０
に送信する。端末１１０は、受信した画面データに基いて端末１１０のディスプレイ（不
図示）に画面を表示する。また、端末１１０は、メニュー・ボタン・タブのクリックやテ
キスト入力などの操作を受け付けて、入力されたテキストや利用者が表示を要求した画面
の識別情報などをサーバ１２０に送信して、次の画面データを要求する。このような、端
末１１０からサーバ１２０への画面データ要求（サービス要求）とサーバ１２０から端末
１１０への画面データ送信を繰り返して、サーバ１２０は、端末１１０の利用者である地
域住民３０１や東西区職員３０６、全国向けポータルサイト運営者３０７にサービスを提
供する。
【００４３】
　サーバ１２０が提供するサービスには、サービス情報（介護サービス情報）の検索（図
９、図１６、図１９）、サービス情報の一覧の閲覧（図１０、図１７、図２０参照）、サ
ービス情報の新規作成（図１１参照）、サービス情報詳細の閲覧（図１３、図１８、図２
１参照）、サービス情報詳細の比較（図２３、図２４）などがある。以下、画面を示しな
がら、サービス情報公開システム１００のサーバ１２０が提供するサービスを説明する。
【００４４】
≪画面遷移≫
　図８は、本実施形態における画面（図９～図２４）間の遷移図である。図８の符号は、
図９～図２４の画面の符号に一致している。以下、図８を参照しながら、画面間の遷移に
ついて説明した後に、各画面（図９～図２４）の詳細を説明する。
【００４５】
　全国向けポータルサイト１００ｚのログインページ（不図示）に東西区職員３０６がロ
グインすると、東西区向けホームページ画面５００（図９参照）が東西区職員の端末１１
０ｂに表示される。東西区向けホームページ画面５００の上部の「マイページ」メニュー
５０３の「事業者管理ページへ」サブメニュー（不図示）を選択すると、サービス情報共
有ページ画面５２０（図１０参照）に遷移する。
【００４６】
　サービス情報共有ページ画面５２０のサービス情報の新規作成ボタン５２４がクリック
されると、サービス情報新規作成画面５４０（図１１参照）に遷移する。サービス情報入
力領域５４１にサービス情報が入力されて作成ボタン５４６がクリックされると、サービ
ス情報詳細基本情報画面５６０（図１３参照）に遷移する。この時点でサービス情報詳細
基本情報画面５６０に表示されたサービス情報が、東西区職員３０６間で共有される。
【００４７】
　サービス情報詳細基本情報画面５６０の一般公開するボタン５６１がクリックされると
、一般公開するボタン５６１が一般公開済ラベル５６１ａに変わったサービス情報詳細基
本情報画面５６０ａ（図１４参照）に遷移する。この時点でサービス情報詳細基本情報画
面５６０に表示されたサービス情報のなかで公開可能な情報が、地方向けポータルサイト
から一般公開される。
【００４８】
　サービス情報詳細基本情報画面５６０ａの全国ポータル提供ボタン５６２がクリックさ
れると、全国ポータル提供ボタン５６２が全国ポータル提供済ラベル５６２ｂに変わった
サービス情報詳細基本情報画面５６０ｂ（図１５参照）に遷移する。この時点でサービス
情報詳細基本情報画面５６０に表示されたサービス情報のなかで公開可能な情報が、全国
向けポータルサイト１００ｚに提供される。全国向けポータルサイト１００ｚが当該情報
を公開した後のサービス情報詳細基本情報画面５６０ｃについては、後述する。
【００４９】
　全国向けポータルサイト１００ｚのログインページ（不図示）に地域住民３０１がログ
インすると、地域住民向けホームページ画面６００（図１６参照）が地域住民３０１の端
末１１０ａに表示される。地域住民向けホームページ画面６００で介護サービスを検索す
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ると、地域住民向けのサービス情報一覧画面６２０（図１７参照）に遷移する。
　サービス情報一覧画面６２０のサービス情報一覧表示領域６２５に表示されている１つ
のサービス名称を選択すると、全国向けポータルサイトが提供するサービス情報詳細基本
情報画面６４０（図１８参照）に遷移する。
【００５０】
　東西区の介護保険説明ページ（不図示）の介護サービス情報提供ページボタン（不図示
）がクリックされると、地方向けポータルサイトのホームページ画面７００（図１９参照
）が地域住民３０１の端末１１０ａに表示される。地方向けポータルサイトのホームペー
ジ画面７００で介護サービスを検索すると、地方向けポータルサイトのサービス情報一覧
画面７２０（図２０参照）に遷移する。
　地方向けポータルサイトのサービス情報一覧画面７２０のサービス情報一覧表示領域７
２５に表示されている１つのサービス名称を選択すると、地方向けポータルサイトのサー
ビス情報詳細基本情報画面７４０（図２１参照）に遷移する。
【００５１】
　全国向けポータルサイト１００ｚからサービス情報が公開されると、当該サービス情報
を表示するサービス情報詳細基本情報画面５６０ｃ（図２２参照）には、全国／地方向け
ポータルサイトの比較ボタン５６３（請求項に記載の操作ボタン）が配置される。全国／
地方向けポータルサイトの比較ボタン５６３がクリックされると、全国向けポータルサイ
トと地方向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面５８０（図２３参照）に遷移
する。本画面では、全国向けポータルサイトが提供するサービス情報詳細基本情報画面６
４０（図１８参照）と、地方向けポータルサイトから提供されるサービス情報詳細基本情
報画面７４０（図２１参照）とが、比較できる。サービス情報の項目の表示順序は、全国
向けポータルサイトが提供するサービス情報詳細基本情報画面６４０を基準としている。
【００５２】
　全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面５８
０の地方向けポータルサイトを基準ボタン５８２がクリックされると、地方向けポータル
サイトを基準ボタン５８２が全国向けポータルサイトを基準ボタン５８４に変わった全国
向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面５８０ｂ（
図２４参照）に遷移する。本画面でも、全国向けポータルサイトが提供するサービス情報
詳細基本情報画面６４０と、地方向けポータルサイトから提供されるサービス情報詳細基
本情報画面７４０とが比較できる。サービス情報の項目の表示順序は、地方向けポータル
サイトが提供するサービス情報詳細基本情報画面７４０を基準としている。
　全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面５８
０ｂの全国向けポータルサイトを基準ボタン５８４がクリックされると全国向けポータル
サイトと地方向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面５８０に戻る。
　以下、各画面（図９～図２４）について詳細に説明する。
【００５３】
≪東西区向けホームページ画面（図９）≫
　図９は、本実施形態における全国向けポータルサイトに東西区職員がログインした直後
のホームページ画面５００の一例を示す図である。東西区職員３０６は、利用者識別情報
または電子メールアドレスをログイン画面（不図示）に入力し、さらにパスワードを入力
することで、サーバ１２０から認証され、ホームページ画面５００を閲覧できる。
【００５４】
　ホームページ画面５００の最上部５０１には、ログインした利用者の氏名が表示され、
ログアウトボタンが配置される。その下には、メニュー５０２が表示される。メニュー５
０２には、「マイページ」メニュー５０３が含まれる。東西区職員が「マイページ」メニ
ュー５０３の「事業者管理ページへ」サブメニュー（不図示）をクリックすると、サービ
ス情報共有ページ画面５２０（後述する図１０参照）に遷移する。
【００５５】
　メニュー５０２の下は、新着の一般公開地域資源表示領域５０４であり、一定時間ごと
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に表示内容が横方向にスクロールする。新着の一般公開地域資源表示領域５０４に表示さ
れる情報は、利用者登録において指定した地域で提供される情報に絞り込まれる。
　新着の一般公開地域資源表示領域５０４の下には、キーワード、カテゴリ、住所、詳細
条件を指定しての地域資源を検索するためのテキストボックスやボタンが配置される。
【００５６】
　キーワードによる検索５０５では、キーワード検索テキストボックスにキーワードが入
力され、キーワード検索ボタンがクリックされると、端末１１０がキーワードをサーバ１
２０に送信する。サーバ１２０は、地域資源ＤＢ１４０（図６参照）のなかの公開情報（
一般公開地域資源情報、状態１５３が一般公開であるレコード）を検索して、入力したキ
ーワードに関連する一般公開されたサービス情報を端末１１０に送信し、端末１１０が受
信した一般公開されたサービス情報を端末１１０のディスプレイ（不図示）に表示する。
【００５７】
　カテゴリによる検索５０６では、８つのカテゴリで一般公開地域資源情報を検索できる
。健康・生きがい、家事援助・介助など８つのカテゴリがあり、対応するボタンがクリッ
クされると、そのカテゴリに含まれる一般公開地域資源情報が検索されて一覧表示される
。
　住所による検索５０７では、郵便番号ないしは住所を指定して一般公開地域資源情報を
検索できる。詳細条件による検索５０８では、カテゴリや住所、サービス対象者の条件な
どを組み合わせた条件で一般公開地域資源情報を検索できる。
【００５８】
≪東西区向けサービス情報入力関連の画面（図１０～図１２）≫
　図１０は、本実施形態における東西区向けのサービス情報共有ページ画面５２０の一例
を示す図である。本画面５２０は、東西区職員である鈴木太郎さん（画面最上部５２１参
照）の端末１１０に表示される。ホームページ画面５００の「マイページ」メニューの「
事業者管理ページへ」サブメニュー（不図示）がクリックされると、本画面に遷移する。
　サービス情報共有ページ画面５２０の最上部５２１には、ログインした利用者の氏名と
所属する事業者の名称とが表示され、ログアウトボタンが配置される。その下には、メニ
ュー５２２が表示される。
【００５９】
　サービス情報一覧表示領域５２５には、東西区職員が共有しているサービス情報が表示
される。１行に１つのサービス情報が表示される。サービス情報には、サービス情報の更
新日、サービス名称、サービス提供元、サービスのカテゴリ、サービスに対する評価点数
、サービス情報が全国向けポータルサイト１００ｚに提供済みか否かが含まれる。サービ
ス名称はハイパーリンクになっており、このリンクがクリックされると、当該サービス情
報のサービス情報詳細基本情報画面５６０（後述する図１３参照）に遷移する。
【００６０】
　サービス情報の新規作成ボタン５２４は、サービス情報を新規に登録する画面であるサ
ービス情報新規作成画面５４０（後述する図１１）に遷移するときにクリックされるボタ
ンである。一覧表示ボタン５２６は、サービス情報一覧画面（不図示）に遷移するときに
クリックされるボタンである。
【００６１】
　図１１は、本実施形態における東西区向けのサービス情報新規作成画面５４０の一例を
示す図である。図１２は、本実施形態における東西区向けのサービス情報新規作成画面で
あって、非公開項目入力フォームを伴ったサービス情報新規作成画面５４０ａの一例を示
す図である。サービス情報共有ページ画面５２０（図１０参照）のサービス情報の新規作
成ボタン５２４がクリックされると、サービス情報新規作成画面５４０に遷移する。
【００６２】
　サービス情報入力領域５４１には、サービス情報が入力される。サービス情報の入力項
目としては、サービス情報の区分（ケアマネ、訪問、通所、ショートステイ、福祉用具、
施設、地域密着型サービス、医療・薬局など）、サービス提供元名称、サービス提供元住



(16) JP 6878996 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

所、サービス提供元ＨＰ、サービス提供元情報、介護保険事業者番号、事業者区分（行政
、民間、ＮＰＯ（Non-Profit Organization）・ボランティア）、問い合わせ先情報、サ
ービス名称、カテゴリ（図９の符号５０６参照）、サービス概要、入浴情報、駐車場情報
、車椅子情報、送迎、入浴施設、定員、サービス説明ＨＰ、対象エリア、サービス提供場
所、対象者、有償／無償の区別、料金、申込み方法、備考などがある。
【００６３】
　非公開項目追加ボタン５４４がクリックされると、非公開情報が入力できるサービス情
報新規作成画面５４０ａ（図１２参照）に遷移する。非公開情報を入力するときには、非
公開情報の項目名称５４２（図１２参照）と項目内容５４３とを入力する。非公開項目追
加ボタン５４４が再びクリックされれば、項目名称５４２と項目内容５４３の非公開情報
入力域が複数表示され、複数の非公開情報項目が入力可能となる。
　非公開情報には、一般公開されない情報が入力される。例えば、サービス対象者に制限
があるが一般の地域住民には知られたくない情報やサービス提供の担当者の連絡先など東
西区職員だけが知っていればよい情報などが入力される。
【００６４】
　キャンセルボタン５４５がクリックされると、クリックされるまでサービス情報入力領
域５４１や非公開情報の項目名称５４２、項目内容５４３に入力された情報が破棄され、
サービス情報共有ページ画面５２０に戻る。
　作成ボタン５４６がクリックされるとサービス情報入力領域５４１に入力された情報が
サービス公開情報ＤＢ１６０に格納され、非公開情報の項目名称５４２と項目内容５４３
とに入力された情報がサービス非公開情報ＤＢ１８０に格納される。格納の後に、サービ
ス情報詳細基本情報画面５６０（後述する図１３）に遷移する。
【００６５】
　以下、入力されたサービス情報が格納される処理を詳しく説明する。入力されたサービ
ス情報は、端末１１０からサーバ１２０に送信される。サーバ１２０は、送信されたサー
ビス情報のなかで、サービス情報入力領域５４１に入力された情報は公開情報でありサー
ビス公開情報ＤＢ１６０に格納し、非公開情報の項目名称５４２と項目内容５４３とに入
力された情報はサービス非公開情報ＤＢ１８０に格納する。
【００６６】
　詳しくは、サーバ１２０は、サービス公開情報ＤＢ１６０にレコードを１つ追加し、入
力された情報に対応した属性に格納する。例えば、区分は区分１６２に、サービス名称は
名称１６３に、サービス提供元名称は提供元１６４に、サービス提供元住所は提供元住所
１６５に、料金は料金１６６に、申込み方法は申込方法１６７、備考は備考１６８に格納
する。
【００６７】
　サーバ１２０は、サービス情報ＩＤ１６１には、サービス情報の識別情報を生成して格
納し、一般公開１７１には非公開を示す「Ｎ」を、ポータル提供１７３には未提供を示す
「Ｎ」を格納する。一般公開日１７２とポータル提供日１７４とは空白または無効値が格
納される。
【００６８】
　非公開情報があれば、サーバ１２０は、サービス非公開情報ＤＢ１８０にレコードを追
加して、サービス公開情報ＤＢ１６０のサービス情報ＩＤ１６１に格納したサービス情報
の識別情報をサービス情報ＩＤ１８１に格納する。さらにサーバ１２０は、非公開情報の
項目名称５４２を項目名１８２に、項目内容５４３を項目内容１８３に格納する。サービ
ス非公開情報ＤＢ１８０へのレコード追加と属性の格納は、非公開情報の項目数だけ繰り
返される。
【００６９】
≪東西区向けサービス情報詳細関連の画面（図１３～図１５）≫
　図１３は、本実施形態における東西区向けのサービス情報詳細基本情報画面５６０の一
例を示す図である。サービス情報新規作成画面５４０の作成ボタン５４６がクリックされ
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たとき、サービス情報共有ページ画面５２０のサービス情報一覧表示領域５２５内にある
サービス名称のハイパーリンクがクリックされたときに本画面に遷移する。
【００７０】
　基本情報タブ５６４は、強調されており、本画面がサービス情報詳細の基本情報を表示
していることを示している。コメントタブ５６５がクリックされると、当該サービス情報
に対する東西区職員が投稿したコメントを表示する画面（不図示）に遷移する。空き情報
タブ５６６がクリックされると、当該サービスの曜日ごとの空き情報を表示する画面（不
図示）に遷移する。
【００７１】
　サービス公開情報表示領域５６７には、当該サービス情報なかの公開情報が表示される
。サービス公開情報表示領域５６７の情報は、サービス情報新規作成画面５４０のサービ
ス情報入力領域５４１に入力された情報であり、サービス公開情報ＤＢ１６０に格納され
た情報である。
【００７２】
　サービス非公開情報表示領域５６８には、当該サービス情報なかの非公開情報が表示さ
れる。サービス非公開情報表示領域５６８の情報は、サービス情報新規作成画面５４０ａ
の非公開情報の項目名称５４２と項目内容５４３とに入力された情報であり、サービス非
公開情報ＤＢ１８０に格納された情報である。
　戻るボタン５６９がクリックされると、サービス情報共有ページ画面５２０（図１０参
照）に遷移する。
【００７３】
　当該サービス情報を一般公開するときには、東西区職員は一般公開するボタン５６１を
クリックして、サーバ１２０に当該サービス情報の一般公開を指示する。詳しくは、一般
公開するボタン５６１がクリックされると、端末１１０がサーバ１２０に画面に表示され
ているサービス情報の識別情報（サービス情報ＩＤ）を送信する。サーバ１２０はサービ
ス情報ＩＤを受信し、サービス公開情報ＤＢ１６０のレコードでサービス情報ＩＤ１６１
が受信したサービス情報ＩＤであるレコードの一般公開１７１を「Ｙ」に変更し、さらに
一般公開日１７２を現在日に更新する。続いて、サーバ１２０は、サービス情報詳細基本
情報画面５６０ａの画面データを端末１１０に送信し、画面データを受信した端末１１０
はサービス情報詳細基本情報画面５６０ａ（後述する図１４参照）を表示する。
【００７４】
　図１４は、本実施形態における東西区向けのサービス情報詳細基本情報画面であって、
地方向けポータルサイトから一般公開されたサービス情報のサービス情報詳細基本情報画
面５６０ａの一例を示す図である。サービス情報詳細基本情報画面５６０ａは一般公開さ
れた後のサービス情報詳細を表示する画面であり、サービス情報詳細基本情報画面５６０
の一般公開ボタンする５６１を一般公開済ラベル５６１ａに替えた画面である。
【００７５】
　画面に表示されたサービス情報を全国向けポータルサイト１００ｚに提供するときには
、東西区職員は全国ポータル提供ボタン５６２をクリックして、サーバ１２０に当該サー
ビス情報の全国向けポータルサイトへの提供を指示する。全国向けポータルサイトへの提
供処理は、図２５を参照して、後述する。全国ポータル提供ボタン５６２がクリックされ
た後は、サービス情報詳細基本情報画面５６０ｂに（後述する図１５参照）遷移する。
【００７６】
　図１５は、本実施形態における東西区向けのサービス情報詳細基本情報画面であって、
全国向けポータルサイトへ提供されたサービス情報のサービス情報詳細基本情報画面５６
０ｂの一例を示す図である。サービス情報詳細基本情報画面５６０ａと比較して、全国ポ
ータル提供ボタン５６２が全国ポータル提供済ラベル５６２ｂに替わっている。全国向け
ポータルサイトに提供されたサービス情報が一般公開される（図１記載の（３）参照）と
、さらに全国／地方向けポータルサイトの比較ボタン５６３が追加される（後述する図２
２参照）。
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【００７７】
≪全国向けポータルサイトが提供するサービス情報関連の画面（図１６～図１８）≫
　図１６は、本実施形態における全国向けポータルサイトに地域住民がログインした直後
のホームページ画面６００の一例を示す図である。東西区の地域住民３０１が利用者識別
情報または電子メールアドレスをログイン画面（不図示）に入力し、さらにパスワードを
入力することで、サーバ１２０から認証され、ホームページ画面６００を閲覧できる。
　ホームページ画面６００の最上部６０１には、ログインした利用者の氏名が表示され、
ログアウトボタンが配置される。その下には、メニュー６０２が表示される。
【００７８】
　メニュー６０２の下は、東西区職員がログインした直後のホームページ画面５００と同
様に、新着の一般公開地域資源表示領域５０４、キーワードによる検索５０５、カテゴリ
による検索５０６、住所による検索５０７、詳細条件による検索５０８が配置されている
。検索対象となるデータは、地域資源ＤＢ１４０のレコードのなかで、状態１５３が一般
公開になったレコードである。状態１５３が一般公開であるレコードのなかで、検索条件
に合ったレコードを検索することで、上記の検索が可能となる。
　住所による検索５０７が実行されると、地域住民向けのサービス情報一覧画面６２０（
後述する図１７参照）に遷移する。
【００７９】
　図１７は、本実施形態における全国向けポータルサイトが提供する地域住民向けのサー
ビス情報一覧画面６２０の一例を示す図である。ホームページ画面６００（図１６参照）
の住所による検索５０７が実行されると本画面に遷移する。
　現在の検索条件表示領域６２１には、表示時点の検索条件が表示される。
　リストボタン６２２とマップボタン６２３とで、サービス情報一覧の表示方法を変更す
ることができる。図１７では、リストボタン６２２が選択されており、サービス情報一覧
表示領域６２５に一覧表の形式でサービス情報が表示されている。ドロップダウンリスト
６２４で１画面当たりの表示件数を変更することができる。マップボタン６２３がクリッ
クされると、地図上にサービス情報が表示される。
【００８０】
　サービス情報一覧表示領域６２５には、検索条件表示領域６２１に表示された条件に合
致するサービス情報が表示される。サービス名称はハイパーリンクになっており、このリ
ンクがクリックされると、当該サービス情報の詳細を表示するサービス情報詳細基本情報
画面６４０（後述する図１８参照）に遷移する。
　戻るボタン６２６がクリックされると、ホームページ画面６００に戻る。
【００８１】
　図１８は、本実施形態における全国向けポータルサイトが提供するサービス情報詳細基
本情報画面６４０の一例を示す図である。サービス情報一覧画面６２０（図１７参照）の
サービス情報一覧表示領域６２５にあるサービス名称がクリックされると本画面に遷移す
る。サービス名称がクリックされると、当該サービスに対応したサービス情報ＩＤが端末
１１０からサーバ１２０に送信され、サーバ１２０がサービス情報ＩＤをサービス情報Ｉ
Ｄ１４１にもつレコードを地域資源ＤＢ１４０のなかで検索することで、サービス情報詳
細が得られる。
【００８２】
　サービス情報詳細表示領域６４２には、サービス情報一覧画面６２０のサービス情報一
覧表示領域６２５にあり、クリックされたサービス名称にあたるサービス情報の詳細が表
示される。サービス情報詳細表示領域６４２に表示されるサービス情報は、地域資源ＤＢ
１４０（図６参照）に格納されているサービス情報である。
　戻るボタン６４３がクリックされると、前の画面であるサービス情報一覧画面６２０に
遷移する。
【００８３】
　サービス情報詳細表示領域６４２に表示されるサービス情報の項目や表示順序は、サー
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ビス情報詳細画面項目定義ファイル３６０（図７（ｂ）参照）により定義される。詳しく
は、サービス情報詳細画面項目定義ファイル３６０は、１行は１項目を示し、各行は各項
目の画面に表示される項目名称３６１と項目内容が格納されている地域資源ＤＢ１４０の
属性３６２を示している。
　１番目の項目の名称は「サービス名称」であり、項目の内容は地域資源ＤＢ１４０の名
称１４３の内容である。２番目の項目の名称は「サービス概要」であり、項目の内容は地
域資源ＤＢ１４０の概要１４９の内容である。続く他の項目も同様であって、サービス情
報詳細画面項目定義ファイル３６０に記載された項目の順序で表示される。
【００８４】
≪地方向けポータルサイトが提供する一般公開のサービス情報関連の画面（図１９～図２
１）≫
　図１９は、本実施形態における地方向けポータルサイトのホームページ画面７００の一
例を示す図である。東西区の介護保険説明ページ（不図示）の介護サービス情報提供ペー
ジボタン（不図示）がクリックされると、本画面に遷移する。
　事業者の方はこちらボタン７０１がクリックされると、全国向けポータルサイトのログ
インページ（不図示）に遷移する。
【００８５】
　事業者の方はこちらボタン７０１の下には、東西区職員がログインした直後のホームペ
ージ画面５００と同様に、キーワードによる検索７０２、カテゴリによる検索７０３、住
所による検索７０５、詳細条件による検索７０６が配置されている。検索の方法は東西区
職員がログインした直後のホームページ画面５００と同様である。この他に、東西区内の
地区による検索７０４も可能である。
【００８６】
　検索対象のデータは、地域資源ＤＢ１４０ではなく、サービス公開情報ＤＢ１６０（図
４参照）のなかで一般公開済みの情報（一般公開１７１が「Ｙ」であるレコード）である
。一般公開１７１がＹであるレコードのなかで、検索条件に合ったレコードを検索するこ
とで、上記の検索が可能となる。
　住所による検索７０５が実行されると、地域住民向けのサービス情報一覧画面７２０（
後述する図２０参照）に遷移する。
【００８７】
　図２０は、本実施形態における地方向けポータルサイトのサービス情報一覧画面７２０
の一例を示す図である。ホームページ画面７００の住所による検索７０５が実行されると
本画面に遷移する。
　現在の検索条件表示領域７２１には、表示時点の検索条件が表示される。
　リストボタン７２２とマップボタン７２３とで、サービス情報一覧の表示方法を変更す
ることができる。図２０では、リストボタン７２２が選択されており、サービス情報一覧
表示領域７２５に一覧表の形式でサービス情報が表示されている。ドロップダウンリスト
７２４で１画面当たりの表示件数を変更することができる。マップボタン７２３がクリッ
クされると、地図上にサービス情報が表示される。
【００８８】
　サービス情報一覧表示領域７２５には、検索条件表示領域７２１に表示された条件に合
致するサービス情報が表示される。サービス名称はハイパーリンクになっており、このリ
ンクがクリックされると、当該サービス情報の詳細を表示するサービス情報詳細基本情報
画面７４０（後述する図２１参照）に遷移する。
　一覧印刷ボタン７２６は、検索条件表示領域７２１に表示された条件に合致するサービ
ス情報の一覧を印刷するときにクリックされるボタンである。エクスポートボタン７２７
は、検索条件表示領域７２１に表示された条件に合致するサービス情報の一覧を格納した
ファイルを端末１１０に出力するときにクリックされるボタンである。
【００８９】
　図２１は、本実施形態における地方向けポータルサイトのサービス情報詳細基本情報画
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面７４０の一例を示す図である。サービス情報一覧画面７２０（図２０参照）のサービス
情報一覧表示領域７２５にあるサービス名称がクリックされると本画面に遷移する。サー
ビス名称がクリックされると、当該サービスに対応したサービス情報ＩＤが端末１１０か
らサーバ１２０に送信され、サーバ１２０がサービス情報ＩＤをサービス情報ＩＤ１６１
にもつレコードをサービス公開情報ＤＢ１６０のなかで検索することで、サービス情報詳
細が得られる。
【００９０】
　サービス情報詳細表示領域７４２には、サービス情報一覧画面７２０のサービス情報一
覧表示領域７２５にあり、クリックされたサービス名称にあたるサービス情報の詳細が表
示される。サービス情報詳細表示領域７４２に表示されるサービス情報は、サービス公開
情報ＤＢ１６０（図４参照）に格納されているサービス情報である。なお、全国向けポー
タルサイトが提供するサービス情報詳細基本情報画面６４０（図１８参照）のサービス情
報詳細表示領域６４２に表示されるサービス情報は、地域資源ＤＢ１４０（図６参照）に
格納されているサービス情報である。
【００９１】
　サービス情報詳細表示領域７４２に表示されるサービス情報の項目や表示順序は、サー
ビス情報詳細画面項目定義ファイル３７０（図７（ｃ）参照）により定義される。サービ
ス情報詳細画面項目定義ファイル３７０は、全国向けポータルサイトが提供するサービス
情報詳細基本情報画面６４０のサービス情報詳細画面項目定義ファイル３６０とは異なる
構造をしている。ファイルの上の部分３７６は、サービス情報詳細画面項目定義ファイル
３６０と同様に、１行は１項目を示し、各行は各項目の画面に表示される項目名称３７１
と項目内容が格納されているサービス公開情報ＤＢ１６０の属性３７２を示している。
【００９２】
　しかしながら、ファイルの下の部分（３７７、３７８）は、項目が入れ子の構造になっ
ている。入れ子の外側の項目を大分類の項目、入れ子の内側の項目を小分類の項目とも記
す。画面に表示される項目名称３７１に対応する（大分類の項目の）項目内容が複数の（
小分類の）項目になっていて、画面に表示される項目名称３７４と格納されているサービ
ス公開情報ＤＢ１６０の属性３７５が複数行になっている。大分類の項目である項目名称
３７１が「サービス情報」である項目内容には、項目名称３７４が「サービス概要」であ
り項目内容がサービス公開情報ＤＢ１６０の概要１６９の属性である小分類の項目が含ま
れる。さらに、項目名称３７４が「料金」であり項目内容がサービス公開情報ＤＢ１６０
の料金１６６の属性である小分類の項目他も含まれる。
　戻るボタン７４３がクリックされると、前の画面であるサービス情報一覧画面７２０に
戻る。
【００９３】
≪全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面（図
２３、図２４）≫
　図２２は、本実施形態における東西区向けのサービス情報詳細基本情報画面であって、
全国向けポータルサイトへ提供されたサービス情報が公開された後のサービス情報詳細基
本情報画面５６０ｃの一例を示す図である。全国向けポータルサイトから公開される前の
サービス情報詳細基本情報画面５６０ｂ（図１５参照）と比較して、全国／地方向けポー
タルサイトの比較ボタン５６３（請求項に記載の操作ボタン）が追加で配置される。した
がって、全国向けポータルサイト（第２の情報提供サービス）に情報提供されたことのあ
るサービス情報（第１のサービス情報）を表示させる際に、全国／地方向けポータルサイ
トの比較ボタン５６３が配置されることになる。全国／地方向けポータルサイトの比較ボ
タン５６３がクリックされると、サービス情報詳細比較画面５８０（後述する図２３参照
）に遷移する。
【００９４】
　全国向けポータルサイトへ提供されたサービス情報が公開されたか否かは、状態１５３
（図６参照）を参照すれば判断できる。状態１５３が「一般公開」であれば、サービス情
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報詳細基本情報画面５６０ｃに、全国／地方向けポータルサイトの比較ボタン５６３が含
まれる。
　以下、全国／地方向けポータルサイトの比較ボタン５６３がクリックされてからの処理
を説明する。全国／地方向けポータルサイトの比較ボタン５６３がクリックされると、端
末１１０は、サービス情報詳細基本情報画面５６０ｃに表示されたサービス情報のサービ
スＩＤをサーバ１２０に送信する。サーバ１２０は、受信したサービスＩＤを含むレコー
ドを地域資源ＤＢ１４０とサービス公開情報ＤＢ１６０とでそれぞれ検索して、レコード
にあるサービス情報を取得する。サービス情報取得後の画面データ生成処理は、図２６を
参照して後述する。
【００９５】
　図２３は、本実施形態における全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとの
サービス情報詳細比較画面であって、全国向けポータルサイトを基準とするサービス情報
詳細比較画面５８０の一例を示す図である。画面最上部５２１とメニュー５２２とは図示
していない。サービス情報詳細基本情報画面５６０ｃ（図２２参照）の全国／地方向けポ
ータルサイトの比較ボタン５６３がクリックされると、本画面に遷移する。
【００９６】
　サービス情報詳細比較画面５８０の左側５９３には、全国向けポータルサイト１００ｚ
が提供するサービス情報詳細基本情報画面６４０（図１８参照）のサービス情報詳細表示
領域６４２に表示される情報が表示されている。表示されているサービス情報の項目の順
序や内容は、サービス情報詳細表示領域６４２と同一である。
【００９７】
　サービス情報詳細比較画面５８０の右側５９４には、地方向けポータルサイトから提供
されるサービス情報詳細基本情報画面７４０（図２１参照）のサービス情報詳細表示領域
７４２に表示される情報が表示されている。表示されているサービス情報の項目の順序や
内容は、サービス情報詳細表示領域７４２と異なり、全国向けポータルサイト１００ｚが
提供するサービス情報詳細基本情報画面６４０のサービス情報詳細表示領域６４２に表示
される項目の順序（左側５９３にある項目の順序）に合わせて、項目を表示している。さ
らに、項目内容が左側５９３と右側５９４とで異なっている項目であるサービス概要の項
目５９１と料金の項目５９２とは強調表示されている。また、対応する項目が横並びにな
るように項目の高さが調整されている。例えば、料金の項目５９２には１行表示されてい
るが、項目の高さは２行分になっている。
【００９８】
　スクロールバー５８８が操作されると、左側５９３と右側５９４の両方の画面がスクロ
ールし、同じ項目が表示されるようになっている。
　全国向けポータルサイトのページボタン５８５がクリックされると、全国向けポータル
サイト１００ｚが提供する当該サービスのサービス情報詳細基本情報画面６４０に遷移す
る。地方向けポータルサイトのページボタン５８６がクリックされると、地方向けポータ
ルサイトが提供しているサービス情報詳細基本情報画面７４０（図２１参照）に遷移する
。地方向けポータルサイトを基準ボタン５８２がクリックされると、地方向けポータルサ
イトを基準とするサービス情報詳細比較画面５８０ｂ（後述する図２４）に遷移する。
　戻るボタン５８７がクリックされると、サービス情報詳細基本情報画面５６０ｃ（図２
２参照）に遷移する。
【００９９】
　図２４は、本実施形態における全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとの
サービス情報詳細比較画面であって、地方向けポータルサイトを基準とするサービス情報
詳細比較画面５８０ｂの一例を示す図である。画面最上部５２１とメニュー５２２とは図
示していない。全国向けポータルサイトを基準とするサービス情報詳細比較画面５８０（
図２３参照）の地方向けポータルサイトを基準ボタン５８２がクリックされると本画面に
遷移する。
　サービス情報詳細比較画面５８０ｂの右側５９６には、地方向けポータルサイトが提供
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しているサービス情報詳細基本情報画面７４０のサービス情報詳細表示領域７４２に表示
される情報が表示されている。表示されているサービス情報の項目の順序や内容、形式は
、サービス情報詳細表示領域７４２と同一である。
【０１００】
　サービス情報詳細比較画面５８０ｂの左側５９５には、全国向けポータルサイト１００
ｚが提供するサービス情報詳細基本情報画面６４０のサービス情報詳細表示領域６４２に
表示される情報が表示されている。表示されているサービス情報の項目の順序や内容は、
サービス情報詳細表示領域６４２と異なり、地方向けポータルサイトが提供しているサー
ビス情報詳細基本情報画面７４０のサービス情報詳細表示領域７４２にある項目の順序（
右側５９６にある項目の順序）に合わせて、項目を表示している。さらに、項目内容が右
側５９６と左側５９５とで異なっている項目であるサービス提供元住所５９７とサービス
概要５９８と料金５９９とは強調表示されている。
　全国向けポータルサイトを基準ボタン５８４がクリックされると、全国向けポータルサ
イトを基準とするサービス情報詳細比較画面５８０に遷移する。
【０１０１】
≪サービス情報の全国向けポータルサイトへの提供処理≫
　図２５は、本実施形態におけるサーバ１２０が実行するサービス情報の全国向けポータ
ルサイトへの提供処理を示すフローチャートである。図２５を参照しながら、図１の（２
）にあたる、サービス公開情報ＤＢ１６０から地域資源ＤＢ１４０にサービス情報を提供
する処理を説明する。本処理は、東西区職員がサービス情報詳細基本情報画面５６０ａ（
図１４参照）の全国ポータル提供ボタン５６２をクリックして、端末１１０がサーバ１２
０に当該サービス情報のサービス情報ＩＤを送信して、当該サービス情報の全国向けポー
タルサイトへの提供を指示することで始まる。
【０１０２】
　ステップＳ８０１において、サーバ１２０は、端末からサービス情報ＩＤを受信する。
　ステップＳ８０２において、サーバ１２０は、地域資源ＤＢ１４０にレコードを追加し
、サービス公開情報ＤＢ１６０にあるサービス情報のレコードの項目をコピーする。詳し
くは、サーバ１２０は、サービス公開情報ＤＢ１６０にあるレコードであって、そのサー
ビス情報ＩＤ１６１がステップＳ８０１で受信したサービス情報ＩＤであるレコードの属
性値（項目内容）を地域資源ＤＢ１４０にコピーする。したがって、サービス公開情報Ｄ
Ｂ１６０（第１のデータベース）に登録されているレコード（第１のサービス情報）を全
国向けポータルサイト（第２の情報提供サービス）でも公開されるように地域資源ＤＢ１
４０（第２）のデータベースへの登録候補としてコピーされることになる。コピーする項
目は、サービス情報ＩＤ１６１、区分１６２、名称１６３、提供元１６４、概要１６９、
料金１６６、申込方法１６７、備考１６８などである。コピー先は、地域資源ＤＢ１４０
に追加したレコードのサービス情報ＩＤ１４１、区分１４２、名称１４３、提供元１４４
、概要１４９、料金１４６、申込方法１４７、備考１４８などである。サービス情報ＩＤ
１６１以外の項目は、東西区職員が、サービス情報新規作成画面５４０（図１１参照）か
ら入力した項目である。一般公開１７１、一般公開日１７２、ポータル提供１７３、ポー
タル提供日１７４はコピーされない。
【０１０３】
　ステップＳ８０３において、サーバ１２０は、ステップＳ８０２で地域資源ＤＢ１４０
に追加した新しいレコードの情報提供元１５１、情報提供日１５２などの項目を設定する
。具体的には、サーバ１２０は、情報提供元１５１はサービス提供元である東西区、情報
提供日１５２は現在日、状態１５３は新規、承認日１５４と公開日１５５とは空白（無効
値）とする。
　ステップＳ８０４において、サーバ１２０は、ポータル提供１７３を「Ｙ」に、ポータ
ル提供日１７４を現在日に更新する。詳しくは、サーバは、サービス情報ＩＤ１６１がス
テップＳ８０１で受信したサービス情報ＩＤであるレコードを検索して、当該レコードの
ポータル提供１７３を「Ｙ」に、ポータル提供日１７４を現在日に更新する。
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【０１０４】
　ステップＳ８０５において、サーバ１２０は、サービス情報が提供されたことを全国向
けポータルサイト運営者３０７に通知する。
　ステップＳ８０６において、サーバ１２０は、全国ポータル提供済ラベル５６２ｂを含
んだサービス情報詳細基本情報画面５６０ｂ（図１５参照）の画面データを生成する。
　ステップＳ８０７において、サーバ１２０は、ステップＳ８０６で生成した画面データ
を端末１１０に送信する。
【０１０５】
　以後、画面データを受信した端末１１０は、サービス情報詳細基本情報画面５６０ｂを
表示する。この時点で、サービス公開情報ＤＢ１６０にあるサービス情報と同じ情報が地
域資源ＤＢ１４０に格納されているが、状態１５３は新規であり、全国向けポータルサイ
トとしては当該サービス情報を一般公開していない。
【０１０６】
　この後に、全国向けポータルサイト運営者３０７は以下の作業を行う。
　（１）当該サービスの提供元１４４に問い合わせるなどして、当該サービス情報を変更
する。変更内容としては、例えば、新規加入者への特別料金や計画している催し物の告知
などがある。変更すると、状態１５３は更新となる。
　（２）変更したサービス情報を一般公開することの承認を、東西区職員に求める。この
時点で、状態１５３は承認依頼となる。
　（３）東西区職員から、当該サービス情報の一般公開の承認を得る。この時点で、状態
１５３は承認済みとなる。
　（４）当該サービス情報を一般公開する。この時点で、状態１５３は一般公開となる。
　情報提供元である東西区承認を求めない場合には、（２）と（３）を省略する。
【０１０７】
　地域資源ＤＢ１４０にあるレコードの状態１５３が一般公開となることで、全国向けポ
ータルサイトのホームページ画面６００（図１６参照）での検索対象となる。地域住民が
実行する検索の条件に合致するとサービス情報一覧画面６２０（図１７参照）に表示され
、地域住民が同画面のサービス名称をクリックすることでサービス情報詳細基本情報画面
６４０（図１８参照）に表示される。
【０１０８】
≪全国向けポータルサイトを基準とするサービス情報詳細比較画面の画面データの生成処
理≫
　図２６は、本実施形態におけるサーバ１２０が実行する全国向けポータルサイトと地方
向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面５８０の画面データの生成処理を示す
フローチャートである。図２６を参照しながら、図１の（６）にあたる、全国向けポータ
ルサイトと地方向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面（５８０と５８０ｂ）
の画面比較領域（５８１、５８１ｂ）を生成する処理を説明する。
【０１０９】
　最初に、全国向けポータルサイトを基準とするサービス情報詳細比較画面５８０の画面
比較領域５８１を説明する。全国向けポータルサイトが提供するサービス情報詳細基本情
報画面６４０（図１８参照）が基準であり、項目定義ファイルはサービス情報詳細画面項
目定義ファイル３６０（図７（ｂ）参照）である。基準でない画面は地方向けポータルサ
イトのサービス情報詳細基本情報画面７４０（図２１参照）であり、サービス情報詳細画
面項目定義ファイル３７０（図７（ｃ）参照）がその項目定義ファイルである。以下、２
つの項目定義ファイルを参照しながら画面比較領域５８１にある項目が上から順に画面デ
ータとして出力される処理を説明する。
【０１１０】
　ステップＳ８２１において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の定義
ファイルに含まれる大分類の項目ごとにステップＳ８２２～ステップＳ８３６までの処理
を繰り返す。サービス情報詳細画面項目定義ファイル３６０には、小分類の項目はなく大
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分類の項目（サービス名称、サービス概要、…、サービス対象者、料金）のみが含まれて
いる。
　ステップＳ８２２において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の定義
ファイルに含まれる大分類の項目の項目名称を出力する。サービス情報詳細画面項目定義
ファイル３６０の場合には、ステップＳ８２１～ステップＳ８３７のループが回るたびに
、「サービス名称」、「サービス概要」、…、「サービス対象者」、「料金」の順に項目
名称が出力される。
【０１１１】
　ステップＳ８２３において、サーバ１２０は、大分類の項目内容に小分類の項目が存在
するか判断して、存在する（Ｙ）ならばステップＳ８２９に進み、存在しない（Ｎ）なら
ばステップＳ８２４に進む。サービス情報詳細画面項目定義ファイル３６０の場合には、
小分類の項目は存在しないので、ステップＳ８２４に進む。以下、ステップＳ８２４以降
を説明し、ステップＳ８２９以降の処理は後述する。
【０１１２】
　ステップＳ８２４において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の定義
ファイルに含まれる大分類の項目の項目内容を出力する。項目内容は、基準となるサービ
ス情報詳細画面の元となるデータベースの該当属性から取得する。基準となる画面は、全
国向けポータルサイトが提供するサービス情報詳細基本情報画面６４０であるので、地域
資源ＤＢ１４０から項目内容を取得する。サービス情報詳細画面項目定義ファイル３６０
の場合には、ステップＳ８２１～ステップＳ８３７のループが回るたびに、名称１４３、
概要１４９、…、対象者（不図示）、料金１４６の順に項目内容（属性値）が出力される
。
【０１１３】
　ステップＳ８２５において、サーバ１２０は、基準でないサービス情報詳細の対応する
項目名称を出力する。対応する項目は、基準でない画面の項目定義ファイルであるサービ
ス情報詳細画面項目定義ファイル３７０から得ることができる。例えば、名称と概要に対
する項目は、サービス情報詳細画面項目定義ファイル３７０の１行目（図７（ｃ）の符号
３７６参照）と４行目（符号３７７参照）からそれぞれ取得することができ、それぞれの
項目名称は「サービス名称」と「サービス概要」であることがわかる。
【０１１４】
　ステップＳ８２６において、サーバ１２０は、基準でないサービス情報詳細の対応する
項目内容を出力する。項目内容は、基準でないサービス情報詳細画面の元となるデータベ
ースの該当属性から取得する。ステップＳ８２１～ステップＳ８３７のループが回るたび
に、サービス公開情報ＤＢ１６０の名称１６３、概要１６９、…、対象者（不図示）、料
金１６６の順に項目内容（属性値）が出力される。
【０１１５】
　ステップＳ８２７において、サーバ１２０は、ステップＳ８２４とステップＳ８２６と
で出力した項目内容が異なる場合には、基準でない項目を強調する。全国向けポータルサ
イトを基準とするサービス情報詳細比較画面５８０の画面比較領域５８１では、サービス
概要の項目５９１と料金の項目５９２との項目内容が異なり、項目の枠が強調されている
。
　ステップＳ８２８において、基準となるサービス情報詳細の項目と基準ではないサービ
ス情報詳細の項目との高さが同じになるように項目の高さを調整する。
　ステップＳ８３７において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の定義
ファイルに含まれる大分類の全ての項目を処理したか判断し、全ての項目を処理した場合
には本処理を終了する。処理していない場合には、サーバ１２０は、次の大分類の項目に
ついてステップＳ８２２以降の処理を繰り返す。
【０１１６】
≪地方向けポータルサイトを基準とするサービス情報詳細比較画面の画面データの生成処
理≫
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　続いて、地方向けポータルサイトを基準とするサービス情報詳細比較画面５８０ｂの画
面比較領域５８１ｂを説明する。地方向けポータルサイトのサービス情報詳細基本情報画
面７４０（図２１参照）が基準であり、項目定義ファイルはサービス情報詳細画面項目定
義ファイル３７０（図７（ｃ）参照）である。基準でない画面は全国向けポータルサイト
が提供するサービス情報詳細基本情報画面６４０（図１８参照）であり、サービス情報詳
細画面項目定義ファイル３６０（図７（ｂ）参照）がその項目定義ファイルである。以下
、２つの項目定義ファイルを参照しながら画面比較領域５８１ｂにある項目が上から順に
画面データとして出力される処理を説明する。
【０１１７】
　ステップＳ８２１において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の定義
ファイルに含まれる大分類の項目ごとにステップＳ８２２～ステップＳ８３６までの処理
を繰り返す。項目定義ファイルには、大分類の項目としてのサービス名称や提供元名称（
図７（ｃ）の符号３７６参照）、サービス情報（符号３７７参照）、問い合わせ（符号３
７８参照）が含まれている。なお、大分類の項目であるサービス情報には、小分類の項目
としてのサービス概要や料金（符号３７７参照）が含まれている。また、大分類の項目で
ある問い合わせ先には、電話番号（符号３７８参照）が含まれている。
【０１１８】
　ステップＳ８２２において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の定義
ファイルに含まれる大分類の項目の項目名称を出力する。サービス情報詳細画面項目定義
ファイル３７０の場合には、ステップＳ８２１～ステップＳ８３７のループが回るたびに
、「サービス名称」、「提供元名称」、・・・、「サービス情報」、「問い合わせ」の順
に項目名称が出力される。
【０１１９】
　ステップＳ８２３において、サーバ１２０は、大分類の項目内容に小分類の項目が存在
するか判断して、存在する（Ｙ）ならばステップＳ８２９に進み、存在しない（Ｎ）なら
ばステップＳ８２４に進む。ステップＳ８２１～ステップＳ８３７のループが回る場合、
サービス名称と提供元名称のとき（符号３７６参照）には小分類はなくステップＳ８２４
に進み、サービス情報（符号３７７参照）と問い合わせ（符号３７８参照）のときには小
分類があるのでＳ８２９に進む。ステップＳ８２４以降の処理は説明済みなので、ステッ
プＳ８２９以降の処理を説明する。大分類の項目としてサービス情報であり、小分類の項
目としてサービス概要と料金がある場合（符号３７７参照）を例に説明する。
【０１２０】
　ステップＳ８２９において、サーバ１２０は、小分類の項目ごとにステップＳ８３０～
ステップＳ８３５までの処理を繰り返す。今の場合、１回目のループでサービス概要、２
回目のループで料金と繰り返す。
　ステップＳ８３０において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の項目
定義ファイルに含まれる小分類の項目の項目名称を出力する。今の場合、ステップＳ８２
９～ステップＳ８３６のループが回るたびに、１回目で「サービス概要」と出力し、２回
目に「料金」と出力する。　
【０１２１】
　ステップＳ８３１において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の項目
定義ファイルに含まれる小分類の項目の項目内容を出力する。項目内容は、基準となるサ
ービス情報詳細画面の元となるデータベースの該当属性から取得する。基準となる画面は
、地方向けポータルサイトのサービス情報詳細基本情報画面７４０であるので、サービス
公開情報ＤＢ１６０から項目内容を取得する。サービス情報詳細画面項目定義ファイル３
７０の場合には、ステップＳ８２９～ステップＳ８３６のループが回るたびに、概要１６
９、料金１６６の内容が順に出力される。
【０１２２】
　ステップＳ８３２において、サーバ１２０は、基準でないサービス情報詳細の対応する
項目名称を出力する。対応する項目は、基準でない画面の項目定義ファイルであるサービ
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ス情報詳細画面項目定義ファイル３６０から得ることができる。例えば、概要に対する項
目は、サービス情報詳細画面項目定義ファイル３６０の２行目（図７（ｂ）参照）から取
得することができ、項目名称は「サービス概要」であることがわかる。
【０１２３】
　ステップＳ８３３において、サーバ１２０は、基準でないサービス情報詳細画面の定義
ファイルに含まれる項目の項目内容を出力する。項目内容は、基準でないサービス情報詳
細画面の元となるデータベースの該当属性から取得する。基準でない画面は、全国向けポ
ータルサイトが提供するサービス情報詳細基本情報画面６４０であるので、地域資源ＤＢ
１４０から項目内容を取得する。ステップＳ８２９～ステップＳ８３６のループが回るた
びに、概要１４９、料金１４６の順に項目内容（属性値）が出力される。
【０１２４】
　ステップＳ８３４において、サーバ１２０は、ステップＳ８３１とステップＳ８３３と
で出力した項目内容が異なる場合には、基準でない項目を強調する。地方向けポータルサ
イトを基準とするサービス情報詳細比較画面５８０ｂの画面比較領域５８１ｂでは、サー
ビス提供元住所の項目５９７とサービス概要の項目５９８と料金の項目５９２との項目内
容が異なり、項目の枠が強調される。
　ステップＳ８３５において、基準となるサービス情報詳細の項目と基準ではないサービ
ス情報詳細の項目との高さが同じになるように項目の高さを調整する。
【０１２５】
　ステップＳ８３６において、サーバ１２０は、大分類の項目に含まれる全ての小分類の
項目を処理したか判断し、全ての項目を処理した場合にはステップＳ８３７に進み、処理
していない場合には、次の小分類の項目についてステップＳ８３０以降の処理を繰り返す
。
　ステップＳ８３７において、サーバ１２０は、基準となるサービス情報詳細画面の項目
定義ファイルに含まれる大分類の全ての項目を処理したか判断し、全ての項目を処理した
場合には本処理を終了する。処理していない場合には、サーバ１２０は、次の大分類の項
目についてステップＳ８２２以降の処理を繰り返す。
【０１２６】
≪変形例≫
　上記実施形態では、全国向けポータルサイトと地方向けポータルサイトとのサービス情
報詳細比較画面において、２つのサービス情報詳細画面を横に並べていた。縦に並べるよ
うにしてもよい。図２７は、本実施形態の変形例における全国向けポータルサイトと地方
向けポータルサイトとのサービス情報詳細比較画面であって、全国向けポータルサイトを
基準とするサービス情報詳細比較画面５８０ｃの一例を示す図である。全国向けポータル
サイトのサービス情報詳細比較画面が上側５９３ｃに、地方向けポータルサイトのサービ
ス情報詳細比較画面が下側５９４ｃに配置されている。
【０１２７】
　スクロールバー５８３は上側に配置されており、スクロールバー５８３を操作すると、
上側５９３ｃの領域だけではなく、下側５９４ｃも同時にスクロールして、常に同じ項目
を表示するようにしている。下側５９４ｃにもスクロールバーを配置して、いずれのスク
ロールバーを操作しても、２つの画面が同時にスクロールして、常に同じ項目を表示する
ようにしてもよい。
【０１２８】
　上記実施形態では、全国向けポータルサイトが公開しているサービス情報について、全
国／地方向けポータルサイトの比較ボタン５６３を配置して、サービス情報詳細比較画面
に遷移していた。全国向けポータルサイトがサービス情報を公開しているか否かは、状態
１５３が「一般公開」か否かで判断できる。一般公開されていない場合でも、全国／地方
向けポータルサイトの比較ボタン５６３を配置して、サービス情報詳細比較画面に遷移で
きるようにしてもよい。
【０１２９】
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　図２８は、本実施形態の変形例における全国向けポータルサイトと地方向けポータルサ
イトとのサービス情報詳細比較画面であって、全国向けポータルサイトで公開されていな
いサービス情報のサービス情報詳細比較画面５８０ｄの一例を示す図である。サービス情
報が公開されていないことが、左側５９５の画面表示から判断できる。状態１５３が「承
認依頼」または「承認済」ならば、「公開予定」と表示してもよい。また、状態１５３に
「一般公開中止」を新たに設けて、「一般公開中止」と表示してもよい。
【０１３０】
　上記実施形態では、全国向けポータルサイトから提供されるサービス情報詳細の項目と
地方向けポータルサイトから提供されるサービス情報詳細の項目とについて、その名称や
内容は異なる場合がある。しかし、項目自体は同じであり、地域資源ＤＢ１４０とサービ
ス公開情報ＤＢ１６０の一般公開される項目は同じであった。東西区から提供されたサー
ビス情報に全国向けポータルサイトが独自に項目を付加したり、項目を削除して、全国向
けポータルサイトから一般公開してもよい。この場合の比較画面では、対応する項目がな
い場合には、項目内容が異なるとして強調されて表示される。
【０１３１】
　異なる内容の項目を強調するのに、上記実施形態では、項目の欄の枠を太くしていた。
この他の方法で強調してもよい。例えば、文字を太くする／大きくする、文字色や欄の色
を変える、文字が点滅するなどの方法がある。
　異なる項目内容の中で異なる部分に下線を引く、斜字体にするなどして、内容のどの部
分が異なるか分かり易く表示してもよい。
【０１３２】
　上記実施形態では、対応する項目は、項目内容を格納するデータベースの属性名が同じ
であることで判別していた。対応する項目の属性名の対応表を用意することで、項目名が
異なっていても、項目間の対応をとることができる。
【０１３３】
≪効果≫
　上記実施形態により、東西区職員は、東西区として地方向けポータルサイトから一般公
開しているサービス情報詳細と全国向けポータルサイトに提供して変更が加えられて全国
向けポータルサイトから一般公開されたサービス情報詳細との違いが、以下の理由で簡単
に把握できるようになる。
　（１）一般公開されているそれぞれのサービス情報詳細の項目の順番は異なっていても
、比較画面では同じ順序になっている。また、項目の内容の記載量によりそれぞれの画面
では項目の欄の高さが異なる場合であっても、高い方に合わせて表示するため、横に同じ
項目が並んで表示されている。
【０１３４】
　（２）項目の内容が異なる場合には、その項目を強調して表示している。このために内
容が異なる項目が一目でわかる。
　（３）一方のサービス情報詳細の表示形式が、単純に項目を並べるのではなく、大分類
と小分類に分けられ、階層的に（入れ子の形で）サービス情報詳細の項目を表示している
場合であっても、項目内容を含んでいる小分類の項目に合わせて比較画面が構成されてい
る。このために、対応する項目同士を比較しやすくなっている。
　（４）画面は２つあるが、スクロールバーは１つしか設けておらず、１つのスクロール
バーを操作すれば両方の画面領域が同時にスクロールして、常に同じ項目が表示され、違
いが分かりやすくなっている。
【０１３５】
　また、以下の理由により、サービス情報詳細を閲覧した地域住民からの問い合わせに容
易に対応することができる。
　（１）基準となる一方のサービス情報詳細画面の表示形式（項目の表示順序、項目名称
、および、大分類・小分類の階層的表示）を維持した比較画面となっている。このために
、問い合わせてきた地域住民の画面を基準とすることで、地域住民が閲覧している画面と
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同等の画面を見ながら問い合わせに対応することができ、画面に対する齟齬が発生しにく
くなる。例えば、上から２番目の項目とか、下の方にある項目とかといっても、問い合わ
せてきた地域住民と対応する東西区職員との間で食い違いが生じにくい。
　（２）内容が異なる項目を強調するにあたり、基準ではないサービス情報詳細の項目の
みを強調しており、基準となるサービス情報詳細の画面は地域住民が閲覧している画面と
同等である。このために、画面に対する齟齬が発生しにくくなる。
【０１３６】
　なお、上記実施形態では、介護サービス情報を扱うサービス情報公開システム１００の
例を説明しているが、その他の情報を扱うシステムに適用することも可能である。また、
前述した説明では、サーバ１２０による処理として説明しているが、端末１１０の処理に
よって実現することも可能である。この場合、端末１１０は、サーバ１２０と同様のプロ
グラムを実行し、関係データベース１３０との間で必要なデータを送受信することで、同
等の機能を実現する。
【０１３７】
　また、実施形態において記載した手法、すなわち各フローチャートに示す処理等の各手
法は、コンピュータに実行させることができるプログラムとして、メモリカード（ＲＯＭ
カード等）、磁気ディスク（フレキシブルディスク、ハードディスク等）、光ディスク（
ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等）、半導体メモリ等の記録媒体に格納して配布することができる
。そして、コンピュータは、外部記録媒体に記録されたプログラムを読み込み、このプロ
グラムによって動作が制御されることにより、実施形態において説明した機能と同様の処
理を実現することができる。
【０１３８】
　また、各手法を実現するためのプログラムのデータは、プログラムコードの形態として
ネットワーク（インターネット）上を伝送させることができ、このネットワーク（インタ
ーネット）に接続されたコンピュータ（サーバなど）からプログラムデータを取り込み、
前述した実施形態と同様の機能を実現することもできる。
【０１３９】
　なお、本願発明は、実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸脱
しない範囲で種々に変形することが可能である。更に実施形態には種々の段階の発明が含
まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組み合わせにより種々の発明が抽
出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除された
り、幾つかの構成要件が組み合わされても、発明が解決しようとする課題で述べた課題が
解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削
除されたり組み合わされた構成が発明として抽出され得るものである。
【０１４０】
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
≪付記≫
《請求項１》
　第１のデータベースに登録されている複数のサービス情報のそれぞれを、ネットワーク
を介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、
　第２のデータベースに登録されている複数のサービス情報のそれぞれを、ネットワーク
を介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、
　前記第１のデータベースに登録されているサービス情報であって前記第２の情報提供サ
ービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記第２の情報
提供サービスに情報提供されたことのあるサービス情報を表示させる際に、当該サービス
情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることになったサービス情報を前
記情報提供されたことのあるサービス情報と比較可能に表示させる、ための操作ボタンを
表示させる表示制御手段と、
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を備えたことを特徴とするサービス情報公開システム。
《請求項２》
　前記サービス情報は、複数の項目からなり、
　前記操作ボタンを操作すると、前記第１のデータベースに登録されているサービス情報
であって前記第２の情報提供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの
登録候補として前記第２の情報提供サービスに情報提供されたことのある第１のサービス
情報と、当該サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることにな
った第２のサービス情報とを比較可能に表示される比較表示画面が表示される
　ことを特徴とするサービス情報公開システム。
《請求項３》
　複数の項目からなるサービス情報が新規登録される第１のデータベースに登録されてい
る複数の第１のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報の登
録者が提供する第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、
　前記第１のサービス情報が追加登録される第２のデータベースに登録されている複数の
第２のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報のポータルサ
イトが提供する第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、
　前記第１のデータベースに登録されている前記第１のサービス情報であって前記第２の
情報提供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記
第２の情報提供サービスに情報提供されたことのある前記第１のサービス情報を表示させ
る際に、当該サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることにな
った前記第２のサービス情報を前記情報提供されたことのある前記第１のサービス情報と
比較可能に表示される比較表示画面を表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制
御手段と、
　を備えたことを特徴とするサービス情報公開システム。
《請求項４》
　複数の項目からなるサービス情報が新規登録される第１のデータベースに登録されてい
る複数の第１のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報の登
録者が提供する第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、
　前記第１のサービス情報が追加登録される第２のデータベースに登録されている複数の
第２のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報のポータルサ
イトが提供する第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、
　前記第１のデータベースに登録されている前記第１のサービス情報であって前記第２の
情報提供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記
第２の情報提供サービスに情報提供されたことのある前記第１のサービス情報を表示させ
る際に、当該サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることにな
った前記第２のサービス情報をユーザからの所定の操作に基づいて前記情報提供されたこ
とのある前記第１のサービス情報と比較可能に表示される比較表示画面を表示させる表示
制御手段と、
　を備えたことを特徴とするサービス情報公開システム。
《請求項５》
　前記比較表示画面は、
　前記第１のサービス情報と前記第２のサービス情報とが横に並ぶように表示され、
　前記第１のサービス情報の前記項目は、前記第２のサービス情報の同じ前記項目の表示
順と同じになるように並び替えられて表示され、
　前記第１のサービス情報の前記項目と前記第２のサービス情報の同じ前記項目とが横に
並ぶように表示される
　ことを特徴とする請求項２～４の何れか１項に記載のサービス情報公開システム。
《請求項６》
　前記比較表示画面は、
　前記第１のサービス情報と前記第２のサービス情報とが横に並ぶように表示され、
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　前記第２のサービス情報の前記項目は、前記第１のサービス情報の同じ前記項目の表示
順と同じになるように並び替えられて表示され、
　前記第２のサービス情報の前記項目と前記第１のサービス情報の同じ前記項目とが横に
並ぶように表示される
　ことを特徴とする請求項２～４の何れか１項に記載のサービス情報公開システム。
《請求項７》
　前記比較表示画面は、
　前記第１のサービス情報と前記第２のサービス情報とが縦に並ぶように表示され、
　前記第１のサービス情報の前記項目は、前記第２のサービス情報の同じ前記項目の表示
順と同じになるように並び替えられて表示され、
　前記第１のサービス情報または前記第２のサービス情報のうち一方のサービス情報の表
示領域に付随するスクロールバーが操作されて前記表示領域に表示される前記項目が変化
したときに、他方の表示領域に表示される前記項目が同じである
　ことを特徴とする請求項２～４の何れか１項に記載のサービス情報公開システム。
《請求項８》
　前記比較表示画面は、
　前記第１のサービス情報と前記第２のサービス情報とが縦に並ぶように表示され、
　前記第２のサービス情報の前記項目は、前記第１のサービス情報の同じ前記項目の表示
順と同じになるように並び替えられて表示され、
　前記第１のサービス情報または前記第２のサービス情報のうち一方のサービス情報の表
示領域に付随するスクロールバーが操作されて前記表示領域に表示される前記項目が変化
したときに、他方の表示領域に表示される前記項目が同じである
　ことを特徴とする請求項２～４の何れか１項に記載のサービス情報公開システム。
《請求項９》
　前記比較表示画面は、
　前記第１のサービス情報の前記項目の内容と前記第２のサービス情報の同じ前記項目の
内容とが異なる項目について、前記第１のサービス情報の項目の表示方法を前記第１のサ
ービス情報の他の項目と異なる形態で表示する
　ことを特徴とする請求項２～４の何れか１項に記載のサービス情報公開システム。
《請求項１０》
　前記比較表示画面は、
　前記第１のサービス情報の前記項目の内容と前記第２のサービス情報の同じ前記項目の
内容とが異なる項目について、前記第２のサービス情報の項目の表示方法を前記第２のサ
ービス情報の他の項目と異なる形態で表示する
　ことを特徴とする請求項２～４の何れか１項に記載のサービス情報公開システム。
《請求項１１》
　前記異なる形態は、
　前記項目の欄の枠を太くする、前記項目の欄の色を異なる色にする、前記項目の文字を
太くする、前記項目の文字の色を異なる色にする、前記項目の文字のフォントを異なるフ
ォントにする、前記項目の文字を斜体にする、または、前記項目の文字に下線を引く
　ことを特徴とする請求項９または１０に記載のサービス情報公開システム。
《請求項１２》
　複数の項目からなるサービス情報が新規登録される第１のデータベースに登録されてい
る複数の第１のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報の登
録者が提供する第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段と、
　前記第１のサービス情報が追加登録される第２のデータベースに登録されている複数の
第２のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報のポータルサ
イトが提供する第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段と、
　前記第１のデータベースに登録されている前記第１のサービス情報であって前記第２の
情報提供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記
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第２の情報提供サービスに情報提供されたことのある前記第１のサービス情報を表示させ
る際に、当該サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることにな
った前記第２のサービス情報の前記第２の情報提供サービスでの取り扱い状態を表示させ
る、ための操作ボタンを表示させる表示制御手段と、
　を備えたことを特徴とするサービス情報公開システム。
《請求項１３》
　ネットワークに接続されたコンピュータを、
　第１のデータベースに登録されている複数の第１のサービス情報のそれぞれを、ネット
ワークを介した第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段、
　第２のデータベースに登録されている複数の第２のサービス情報のそれぞれを、ネット
ワークを介した第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段、
　前記第１のデータベースに登録されている前記第１のサービス情報であって前記第２の
情報提供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記
第２の情報提供サービスに情報提供されたことのある前記第１のサービス情報を表示させ
る際に、当該サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることにな
った前記第２のサービス情報を前記情報提供されたことのある前記第１のサービス情報と
比較可能に表示される比較表示画面を表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制
御手段、
　として機能させるためのサービス情報公開プログラム。
《請求項１４》
　ネットワークに接続されたコンピュータを、
　複数の項目からなるサービス情報が新規登録される第１のデータベースに登録されてい
る複数の第１のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報の登
録者が提供する第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段、
　前記第１のサービス情報が追加登録される第２のデータベースに登録されている複数の
第２のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報のポータルサ
イトが提供する第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段、
　前記第１のデータベースに登録されている前記第１のサービス情報であって前記第２の
情報提供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記
第２の情報提供サービスに情報提供されたことのある前記第１のサービス情報を表示させ
る際に、当該サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることにな
った前記第２のサービス情報を前記情報提供されたことのある前記第１のサービス情報と
比較可能に表示される比較表示画面を表示させる、ための操作ボタンを表示させる表示制
御手段、
　として機能させるためのサービス情報公開プログラム。
《請求項１５》
　ネットワークに接続されたコンピュータを、
　複数の項目からなるサービス情報が新規登録される第１のデータベースに登録されてい
る複数の第１のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報の登
録者が提供する第１の情報提供サービスとして公開する第１のサービス情報公開手段、
　前記第１のサービス情報が追加登録される第２のデータベースに登録されている複数の
第２のサービス情報のそれぞれを、ネットワークを介した前記サービス情報のポータルサ
イトが提供する第２の情報提供サービスとして公開する第２のサービス情報公開手段、
　前記第１のデータベースに登録されている前記第１のサービス情報であって前記第２の
情報提供サービスでも公開されるように前記第２のデータベースへの登録候補として前記
第２の情報提供サービスに情報提供されたことのある前記第１のサービス情報を表示させ
る際に、当該サービス情報に基づいて前記第２の情報提供サービスで公開されることにな
った前記第２のサービス情報をユーザからの所定の操作に基づいて前記情報提供されたこ
とのある前記第１のサービス情報と比較可能に表示される比較表示画面を表示させる表示
制御手段、
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　として機能させるためのサービス情報公開プログラム。
【符号の説明】
【０１４１】
１００　サービス情報公開システム
１１０　端末
１２０　サーバ
１３０　関係データベース
１４０　地域資源ＤＢ（第２のデータベース）
１６０　サービス公開情報ＤＢ（第１のデータベース）
１８０　サービス非公開情報ＤＢ
５６０ｃ　全国向けポータルサイトへ提供されたサービス情報が公開された後のサービス
情報詳細基本情報画面
５６３　全国／地方向けポータルサイトの比較ボタン（操作ボタン）
５８０、５８０ｂ、５８０ｃ、５８０ｄ　全国向けポータルサイトと地方向けポータルサ
イトとのサービス情報詳細比較画面

【図１】 【図２】
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